
貯　　法：室温保存、遮光した気密容器
使用期限：内袋及び外箱に表示
注　　意：「取扱い上の注意」の項参照

MS温シップ「タイホウ」

承認番号
薬価収載
販売開始

２０７００ＡＭＺ００７６９０００
１９９６年７月
１９９６年７月

【禁忌（次の患者には使用しないこと）】
本剤に対して過敏症の既往歴のある患者

【組成・性状】

販売名

成分・含量

性　状

サイズ

外　形

アルミ箔包装

識別コード

MS温シップ「タイホウ」

膏体１００g（７００cm２）中
　サリチル酸メチル　　　　　　１.０g
　dl‐カンフル　　　　　　　　　０.５g
　トウガラシエキス　　　　　　０.１６５g

淡黄赤色～淡赤褐色の特異な芳香のある膏体を不織
布に展延し、膏体表面をプラスチックフィルムで被
覆した成形パップ剤である。

２０g（１４０cm２） ４０g（２８０cm２）

５枚入（１枚２０g×５） ５枚入（１枚４０g×５）

【効能又は効果】
下記における鎮痛・消炎
捻挫、打撲、筋肉痛、関節痛、骨折痛

【用法及び用量】
１．表面のプラスチック膜をはがして、患部に貼付する。
２．１日１～２回使用する。

【使用上の注意】
１．副作用

本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実施
していない。
次の副作用があらわれることがあるので、異常が認められた場合
には使用を中止すること。

分類
頻度

過敏症

頻度不明

発赤、発疹、腫脹等

２．小児等への使用

乳幼児には刺激が強すぎることがあるので、慎重に使用すること。
３．適用上の注意

（１）使用部位：次の部位には使用しないこと。
１）損傷皮膚及び粘膜
２）湿疹又は発疹
３）眼又は眼の周囲

（２）使 用 時：
１）汗をかいたり、皮膚がぬれている場合は患部を
清潔にふいてから使用すること。

２）入浴の３０分以上前にはがすこと。
３）入浴後直ちに使用しないよう注意すること。
４）本剤に触れた手で、眼、鼻腔、口唇等の粘膜に

触れないよう注意すること。

【薬効薬理】
１．抗炎症作用１，２）

ラットにおける毛細血管透過性亢進抑制作用、急性ラット後肢
足蹠浮腫抑制作用、熱炎症抑制作用、アジュバント関節炎抑制
作用、モルモットにおける紫外線紅斑抑制作用による抗炎症作
用などの実験において抗炎症作用が認められた。

２．鎮痛作用１，２）

マウスにおけるD'Amour-Smith 法、ラットにおけるRandall &
Selitto法による鎮痛作用などの実験において鎮痛作用が認めら
れた。

【有効成分に関する理化学的知見】

【取扱い上の注意】
（１）使用残りの薬剤は袋にもどし、口を折って厳重密閉のうえ直射日

光や高温の場所を避けて保存すること。
（２）小児の手の届かない所に保存するよう注意すること。
（３）安定性試験３）

最終包装製品を用いた長期保存試験（２５℃、相対湿度６０％、２年間）
の結果、MS温シップ「タイホウ」は通常の市場流通下において２
年間安定であることが確認された。

【包　　装】
１０kg：（２０g×５枚）×１００
１０kg：（４０g×５枚）×５０

※※２０１４年１１月改訂（第５版）（　部）
　※２００８年１月改訂

添加物

Ｄ‐ソルビトール液（７０％）、濃グリセリン、ポリアクリ
ル酸部分中和物、カオリン、カルメロースナトリウム、
ヒマシ油、ゼラチン、酒石酸、ポリビニルアルコール
（部分けん化物）、エデト酸ナトリウム水和物、ジヒド
ロキシアルミニウム　アミノアセテート

MZ‐TSH

日本標準商品分類番号 872649

※

※

※

鎮痛・消炎温感パップ剤

サリチル酸メチル・トウガラシエキス配合外用剤

成分名

構造式

一般名

化学名

分子式

分子量

融点

（沸点）

性　状

サリチル酸メチル dl‐カンフル トウガラシエキス

C８H８O３

１５２.１５

（２１９～２２４℃）

無色～微黄色の液
で、強い特異なに
おいがある。エタ
ノール（９５）又はジ
エチルエーテルと
混和する。水に極
めて溶けにくい。

C１０H１６O

１５２.２３

１７５～１８０℃

無色又は白色半透
明の結晶、結晶性
の粉末又は塊で、
特異な芳香があり、
味はわずかに苦く、
清涼味がある。エタ
ノール（９５）、ジエ
チルエーテル又は
二硫化炭素に溶け
やすく、水に溶け
にくい。室温で
徐々に揮散する。

カプサイシン
（トウガラシエキスの主成分）

C１８H２７NO３

３０５.４１

－

トウガラシエキス：
褐色～赤褐色の軟エキスで、
特異なにおいがあり、味はト
ウガラシ特有の苛烈な辛味が
ある。
カプサイシン：
白色の結晶で強い刺激臭があ
る。

dl‐カンフル
（dl-Camphor）

及び鏡像異性体

サリチル酸メチル
（Methyl Salicylate）

Methyl
２-hydroxybenzoate

（１RS,４RS）-１,７,７-
Trimethylbicyclo

［２.２.１］heptan-２-one

（E）-N-［（４-Hydroxy-３-
　methoxyphenyl）methyl］-
８-methyl-６-nonenamide

※※
※



【主要文献及び文献請求先】
１．主要文献

１）岩倉泰一郎　他：基礎と臨床，１２（３）５３４（１９７８）
２）岩倉泰一郎　他：薬理と治療，９（８）３１５７（１９８１）
３）岡田満寿子　他：MS温シップ「タイホウ」の安定性試験に関
する資料，岡山大鵬薬品（株）社内資料（２０１４）

２．文献請求先

主要文献に記載の社内資料につきましても下記にご請求下さい。
三笠製薬株式会社　営業本部学術課

〒１７６‐８５８５東京都練馬区豊玉北２‐３‐１
TEL０３‐３５５７‐７２８７
FAX０３‐３９９４‐７４６２

※※
※

SP14K052


